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大豆多収への挑戦 <完>

~子実収量 600kgの達成~

1. 研究室の大豆多収競作会で得たこと

これまでの多収への挑戦シリーズで，大豆多収に必要

な理論を，大豆の窒素栄養および根粒活性の側面から述

べてきた。しかし“大豆ほ多収をあげにくい作物"とい

われているとおり，理屈はある程度までわかっていて

も，多収を実証することは容易でない。まして安定多収

となると，なかなか困難である。

数年前，東北農試業験場に着任して間もなく，東北地

方が大豆作の適地であることを知り，実際に私共の技術

で，どの程度の収量をあげられるものかi研究室で多収

'穫の競作会を行ったことがある。各研究員とも思い思い

の秘策を練って多収に挑んだが，収量の多くは250'"'-'300

kgの平凡な記録に終った苦い経験がある。

失敗した事例の多くは，初期生育量の不足または過繁

茂による低収が，主な原因であった。

大豆の競作会はこのように，結果において失敗であっ

たが，各研究員とも，多収のための栽培技術はどうある

べきかを，わずかながら会得することができ，また大豆

の多収に挑戦するファイトを燃やすようになったこと

は，大きな収穫であった。そしてこの経験が，本年度か

ら開始した大豆多収穫栽培の試験を，スタートするきっ

かけになったので、ある。

今回は大豆多収と地力について書《予定であった。し

かし多収に挑戦した手前，その戦果を報告しなければ，

せっかくの多収の旗上げも甚だ迫力がなく，幻の多収に

なり兼ねない。そこで今回は，その試験結果を紹介しな

がら，大豆多収の諸問題について考えてみたい。

2. 大豆の多収に挑戦して

(1 ) 多収のための試験方法

すでにこのシリーズで，多収を目指す場合の技術上の

ポイントについて，窒素栄養，根粒の役割などの視点か

ら詳しく述べられているので，ここでは，多収のだめの

具体的試験方法について触れておく。
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a. 根粒の着生を促進する 根粒の役割は3 固定窒素

が，単に大豆に対して窒素の供給源となるばかりでな

く，子実蛋白生産効率脚注を高めるための，体内窒素代

ー謝に対し有効に働らくことにある。

つまり，根粒が大豆根によく着生し，増殖し易い土壌

であるか否かは，子実生産に大きく影響する。根粒の着

生に及ぼす主な要因は，①施肥窒素量，②大豆の生育量

および生育時期，③土壌条件 (pH，有効態リン酸， 有

機物および塩基含量，通気性，土壌水分，地温など土壌

の物理的条件〉が挙げられる。したがって，根粒着生を

促進するための対策は，土壌条件を考えて行う必要があ

る。

この試験を行った土壌は， リン酸肥沃度の劣る厚層多

腐植質黒ボグ土であり，その対策としてようりん100kg，

厩肥4t，および炭カル pH6.5中和量を作土15cm内に

撹伴施用し，根粒の着生が良くなるように土壌改良を行

い，また施肥窒素を基肥 3kgに抑えた。

b. 土壌肥沃度の向上大豆は地力依存度の高い作物

であり，窒素肥沃度のほかに，黒ボグ土の場合は，とく

にリン酸肥沃度を高める必要がある。すなわちリン酸肥

沃度の低い黒ボグ土では，大豆の初期生育が劣り，これ

に対するリン酸の多施が有効である。また，大豆は登熟

期になっても，かなりのリン酸を吸収することがわかっ

ており，後期のリン酸供給に対じて， リン酸の多施は有

子実蛋白生産効率=子実窒素/地上部室素総吸収量(劣〕
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効である。ただ競作会で、の経験によると，腐植含量の多 高め，収量水準を高め得る可能性がある。

い黒ボグ土に，多量のリン酸を施用すると，土壌窒素の 東北地方の多収事例の栽植密度を集約すると，標準播

無機化が促進して，生育の過繁茂を招く恐れがある。 種期の大豆では， 10 aあたりの栽植本数13，000-----16，000

リン酸の適正な施用量は明らかでないが，ょうりん施 本が，全体の35%を占め，最近は，密植適応性品種が多

用の場合は， 100kg程度が適量と考えている。いうまで くなっている傾向を反映して，一般にかなり密植化の傾

もなく，ょうりんの施用効果は，この他に塩基の補給が 向が強い。供試した「ナンブシロメ」は，最近岩手県の

あり，また土壌窒素の無機化を促進して，一時的な窒素 奨励品種となった，密植適応性の高い多収性品種で，栽

供給力の増大の効果がある。 植密度は 17，778本の密植区ι対照として 10，667木の

大豆に対する，有機物の施用効果として期待される点 疎植区を設けた。畦間は，栽植密度および品種特性とし

は，前述の根粒着生の促進と，根粒の活性が低下する生 ての草型，つまり，受光態勢との関連で考慮すべきであ

育後期の，窒素補給の効果である。過去，私共の研究室 るが，ここでは，倒伏防止のために行う培土が十分に行

で行った，大豆に対する厩肥の適量試験の結果による えるよう，畦幅を広くとり 75Cl11幅とした。

と，ょうりんを併用しない条件において， 6 -----8 tが適 以上に述べた大豆多収栽培のねらいを基本にして，計

量であった。しかしこの試験では，ょうりん併用による 画した試験方法をまとめると表 1のとおりである。

窒素供給力の増大を考慮し，厩肥施用量を 4tとした。 (2) 試験結果と多収要因の解析

i丘笠生丞主主豆0){3::豆大豆は一般に，連作によ a. 子収量実 600キ p o)達盛大豆の収量調査結果

って減収するが，連作による収量の低下は，およそ 3年 は，表 2に示すとおりである。これによると，ょうりん

目頃から大きく現れてくる。また大豆は，前作物の影響 の多施により，全般に収量レベルが高く，全刈収量に対

を受け易い作物であり，とくに，同科の作物の栽培跡地 する栽植密度効果，厩肥施用の効果が明らかに認められ

で生育が悪く，イネ科作物跡地でよいという。本試験圃 た。その結果，厩肥施用密植区の収量は3 平均 599kgと

場は， トウモロコシを 5年関連作した跡地で，作付体系 なり，ほぼ 600kgの多収を達成することができた。

からみて，大豆栽培圃場として適切であった。 大豆の収量構成要素は， r面積あたりの着英数x1英

空ム~整理費度企選担大豆の多収には，面積あたりの 着粒数×子実百粒重」によって表わされる。収量構成要

生育量が大きく関与することは，すで、に述べたiとおりで 素に及ぼす厩肥施用，ならびに栽植密度の効果をみる

ある。最終生育量は，一般に多肥密植によって高まる と，面積あたりの着英数に対する効果が明らかに認めら

が，土壌・気象条件によっては徒長・倒伏を招き，生育 れ，これに対して 1英着英数，百粒重は殆んど差がみら

量が大きい割合には，低収に終ることが多い。 れなかった。つまり，収量構成要素からみた多収の要因

したがって3 多収を期待するためには，多収のための は，面積あたりの着爽数の増加にあるといえる。

好適生育量を知る必要があり，そのための栽培密度をつ ここで，同一の品種を用い， J[又量 500k::;未満であった

かんでおかなければならない。これまでの試験結果によ 大豆の収量構成要素を比較すると(表 2の注)，着英に

ると，好適生育量は，葉面積指数脚注LAIを指標とした おいて大差がみられ，多収のためには，面積あたりの着

場合の最適 LAIvi.， 4 -----6程度といわれ， 土壌肥沃度 英数の増加を計る必要があることを示している。

表 1 大豆多収のための試験計画

場所 目 標 品質 栽植密度 J需極 施 JlE 土壌改良 1;市 考・

収 量 (畦×株)間本数 月日 1佐肥 N P205 K20 
kg/l0a (cm) ( t/l0a) (kg/l0a) 

東北農試 500 ナンブ 75X 25 10，667 54.5.24 4.0 3 15 10 ょうりbん 厚厚多腐植質黒ボク土

場内圃場 シロメ
75X 15 17，778 

100kg 畑地

石灰PH6.5 厩肥多量J!s用
(共に2本立)

中和量 試験跡地

注)1) 厩肥多量連用跡地:昭48年~51年度まで 4 年間l既肥を 0.2 .4.8.16.32tの6段階に分けて連用し，以後施用を中断し， 48年はパ

レイショ， 49年からは前年度までトウモロコシを連作した園場.

2) 大豆の収量調査の結果，前記 6 段階の前庭厩)l~施用量の違いによる子実収量lに有意差が認められなかったので，調査結果はすべ
てこれらの平均値 (6反複として扱う〕で表わした

3) 規模 1区9.0m2

の高い条件では，最適 LA1が高く，同じ LAIでも，肥

沃度が低い土壌よりも子実収量が高い。つまり，肥沃度

の高い条件ほど，密植〈あるいは多肥〉により生育量を

葉面積指数 LAI:単位土地面積当たりの総葉面積，子実収量が同

じ土嬢条件下で最高となる lAIを，最適薬面積指数という。大豆

の好適生育量の指標として馬いられる。
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の確保はそれほど困難で、はないが，それ以 y(y') 

上の多収を目指すとなると，安定多収は容 (個/m')

易でないと考えられる。当面，収量 500kg
1，400 

~~l収穫期英数/
以上を安定多収の努力目標とすべきと考え

....D )lJX.f!VV1:YG1X:/ m' 
f 6 

る。
乃宏子珪J・1，200 il芯)ー/ソ/1;/J二次に，開花j自の生育量について考察して

みよう。図 2は開花期の全重と，最繁期の

英数の関係を示したものである。これによ

ると，両者の問には有意の相関が認めら 英 1，000
600 

れ3 開花期の生育量によって最繁期の茨 .〆会γ二-
& 

数，ひいては，収穫期の爽数の多少が決定

されることを示し，ここに，初期生育促進 数
800 500 

の重要性が指摘される。

子ql宝EEE ミ f 開花期から最繁期に至る約 4~5 週間は，
r=0.7988米米

全重が，約4倍前後に飛躍的に増大する生

育が，最も旺盛な時期に当たり，しかも， もと
生殖生長と栄養生長が併行して進む，複雑

600 800 1，000 1j200 1，400 X 

(ヲ/m')
な生育経過をたどる重要な時期である。 最大繁茂期の全乾物重

大豆の栄養生長，および生殖生長は，体 注う S: j琢植 0:密植

が多く，多収の可能性が高いことを示している。

しかし3 収穫期の爽数との関係は曲線となり，生育量

が大きいほど，英数は多くなっているが，収量 500kg相

当の英数以上になると，爽数の増加割合は低下し，ぱら

つきも大きくなり，登熟期間の落英が多くなっているこ

とを示している。

これらの関係から，収量 500kg水準まで

は，最繁期の生育量の増大によって，英数

進する以外に，有効な手段はない。

根粒による固定窒素量は，この期間が最も多くなると

いわれており，根粒着生の良否は，子実生産に著しい影

響を及ぼすことになろう。根粒の調査は，開花期に 1回

行っただけで、あるが，表 3に示すとおり，同時期の根粒

数・根粒重からみて，その後の根粒の着生も極めて良好

図 1 最大繁茂期の全乾物重と着爽数

最大繁茂期着英数(y')
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であり，大豆の窒素栄養，窒素代謝に対して，極めて良 子実収量 300kg以上を期待する終花期の葉中の養分濃度

い条例二を与えたものと予測される。 は(品種ライデン)， 窒素5.5%， リン酸 0.39%，カリ

C. 気象条件との関係 本年度の気象条件からみる 2.0%となっており，本試験の大豆の養分濃度は， これ

と，播種後 6月下旬までの約 1ヶ月間は，好天に恵ま らの値とほ父近似した値となった。共通に施用したよう

れ，発芽初期生育の促進に3 好適であった。夏の期間は りん，および厩肥の施用が，開花・最繁期の大豆の養分

降水量が多く，生育期間を通して測定した作土の水分張 吸収を高め，生育量の増大に寄与したことが理解でき

力は3 生育初期および 8月下旬を除き，殆んど圃場容水 る。

量に近い水分条件下で経過した。 養分吸収量の推移は，上記の養分濃度を反映して，開

図 2 開花期の全乾物重と最大繁茂期の着爽数 花期以降の養分吸収量は，厩肥施用の有無，栽植密度に

(y) 

茂1.000
期

英

数

値l

/ 
m' 

• r=0.6262削

n=24 
士号 1 

、150 200 250 300(x) 

開花期j全乾 物重(g/m2)

しかし通気・透水性のよい黒ボグのため， この条件

は，湿潤条件を好む根粒の活性に対して，よい水分状態

であったと考えられ，また要水量の高い大豆の生育に対

しでも，好適であったと思われる。

表 3.根粒の調査結果(開花期54.7.25)

17 

2.15 

1. 77 

1.61 

よる差異が明らかであった。最繁期以降の窒素， リン酸

吸収量はさらに増加し収穫期が最大となっており，登

熟期間も両養分の吸収が行われたいることがわかる。

こLで，全窒素・リン酸吸収量に対し，登熟期に吸収

した両養分の割合を求めると，窒素では12'"'-'36%， リン

酸では12'"'-'40%となり，生育後期に吸収する窒素・リン酸

量はかなり高く，後期の土壌の窒素・リン酸供給力の良

否は，子実生産に著しい影響を及ぼすということができ

る。事実，子実中のリン酸濃度，および吸収量と子実収

量の聞には，密接な関係が認められ，これに対するよう

りんと，厩肥の併用効果が顕著に認められている。

養分吸収総量から子実収量 600kgの三要素吸収総量を

求め，これを収量 250kg-水準のものと比較すると N

24.3kg→46.5kg， P2054.4kg→9.6kg， K2016.4kg-→25.7 

kgとなり，多収に必要な三要素吸収量は著しい増加を示

している。また施肥窒素，土壌由来窒素〈含む厩肥から

の窒素〉の値から，全窒素吸収量に占める根粒由来窒素

の割合を求めると， 53.3% (24. 8k.s-/10 a )となり，従

来いわれて来た値より著しく高い値となり，大豆多収に

対する窒素供給源としての重要性が理解される。

3. あとがき

大豆多収への挑戦シリーズの最終回として，大豆多収

穫栽培の試験結果の概要を紹介した。もとより本年度

的 -M厩肥無施用S疎植 は，多収の実証を主眼としたため，十分な多収要因の解

9月以降の登熟期間の気象条件は，比較的日射量が多 析はできなかった。また試験区の面積も圃場の関係で

く，気温も温暖に経過し，こようなの登熟に対して，有 小規模で実施せざるを得なかった。しかし3 大豆の根粒

利な気象条件を，それまでの大豆の生育状態が登熟の促 着生を促進し3 とくに窒素・リン酸肥沃度を高めること

進に十分活用し得たことが，着英数が多かったにもかふ を最大のポイ γ ト1':こ置いて栽培した結果，かなりの多収

わらず， 1英着粒数，百粒重とも高い値となり，多収に が実証されp 従来からいわれてきた大豆の多収は地力を

結び付く要因となったといえよう。 高めることを改めて確認でききたと思っている。

ι還金濃度主主主堅堅掌大豆の分析結果による そうなると，地力の中味が問題で，今後地力要因の解

と，栽植密度による窒素・リン酸・カリ・石灰・苦土の 明が大豆の安定多収技術の確立に必要となろう。勝負

濃度に，殆んど差異が認められず，土壌の養分供給が密 は，むしろこれからで，来年度は再度多収に挑戦しよう

植条件下でも，良好であったことがわかる。厩肥の施用 と考えている。

iにより，三要素とも開花期・最繁期の茎葉中の養分濃度

の増加が，明からにみ‘られた。

大庭らの提唱している大豆の栄養診断基準によると，
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水回転作物としての

「ヒマワリ」の栽培について

全国農業協同組合連合会
技術顧問

里 )rr 計

るにしても，できるだけ有利な作物をつくりたい訳で、あ

1.稲作転換の情勢 る。稲以外の作物で，需要の点からも，価格の点から

第 2次水回転換を始めた昭和53年には，米の潜在生産 L 現在有利なものは小麦である。更に好ましいこと

量を 1，340万トンとし，需要量を 1，170万トンとして， は，小麦の他に，もう一作，需要も，価格も安定した夏

これに相応する要転換水田面積を 39万 1千haとした。 作を入れることである。この夏作物として，現在，大豆

而してこの面積は， 3ヶ年は変更しないとした。しかし がとり上げられている。

米の需給情勢は計画の初年度からくるい，昭和55年には ところが，大豆の連作は， 2年位とされている。 3年

需給のギャップが 245万トンにもなった。この結果，昭 目から大きな連作障害が出て，減収する場合が多いとさ

和 55年の稲作では， 53万 5千haの稲作転換をせざるを れているO

えないことになった。更に米の需要減の傾向は進み，昭 また 1年 1作，または 2年 3作しか作れない寒地で

和 65年には 80万haを他の作物に転換せさeるをえないと も，大豆の連作障害は大きい。

している。 何とかして，大豆に代る作物で，需要も価格も有利安

転換した場合の奨励金にも格差をつくり，計画的な集 定な作物が欲しい訳である。私は昭和53年に本格的な稲

団転換の分は別枠とし，転換してもらいたい作物には10 作転換が始められてから，常に何かよい作物はないもの

a当たり 55，000円とし，その他作物には 40，000円とし かということが，頭の中をはなれなかった。

た。優過する作物を更に大別して特定作物と永年性作物 たまたま昭和54年 6月下旬に，岡山県農業試験場で実

とした。このうち特定作物が転換作物の大宗をなしてい 施していた台湾大豆の試験を見にいった。その時，たま

る。 たま小林場長がその正月の休みに，台湾の稲作転換状況

この特定作物には麦，大立，そば，飼料作物および北 を視察された時の話をきいた。この話の中に，台湾では

海道においてはてん莱が含まれている。 正月に転作作物としてのヒマワリが開花中であったこと

これらの作物についても，種々の問題を含んでいる。 をきかされた。

麦についてみると，大麦と裸麦は食糧としての需要が 油脂用のヒマワリは3 世界的に重要な油脂作物である

著しく少くなり，それ以上生産されたものは飼料にせざ ことは私も知っていた。たれソ連とか3 東欧などの寒

るをえない。飼料用になると，その国際価格は園内価格 地にしかできないものと思っていた。それが，台湾では

に比し著しく低く，その差額は財政負担となり，限度以 正月に花が咲いているという。それでは，日本でも，麦

上に生産されては困ることになる。ピーノレ麦も大裸麦と の後にできる筈であると考えた。早速その場で，小林場

同様に，需要が少ない。そうすると，需要の大きい小麦 長に頼みヒマワリの種子を取り寄せてもらうことにし

に集中せざるを得ない。 た。

他方，農業経営の立場からすると，今まで水稲を作っ 東京に帰り，早速私は平塚の全農農業技術センターに

ていた時とラ転換作物を作る場合は，転換奨励金を見込 出向き，ヒマワリの予備試験の実施を頼んだ。この時，

んでも，総じて水稲を作った方が，有利である。 しか 吉田君からホグレンでもヒマワリの品種選択試験を実施

し，作った米が売れないので、やむをえず，他の作物に転 していることをきいた。そこで平塚から早速全農札幌支

換しているわけで、ある。農家の立場からすれば，転換す 所に電話して，平塚で、の試験用種子を送ってもらうこと
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にした。ヒマワリと小麦との輪作作物として考えたの

は，日本では，これが初めで、ある。

2. ヒマワリの農作物としての重要性

( 1 ) 世界における植物油の生産見込量

世界における植物油の生産は3 最近3 年々増加してお

り， 1976年には総量で 2千 6百万トンに達しており 3 そ

の主なるものは第 1表の通り，大豆油が最も多く 1千万

トンに達し これについでヒマワリ油，落花生油，綿

実油，なたね油となっている。

第 1表 世界における主要植物油脂の

推定生産量(単位1000MT)

やF 日リ 1970 1972 1974 1(J9t7定6) 

大豆 1111 6，020 6.643 9.382 10，231 

ヒ7マワリ 11l! 3，7ω 3，631 4，509 3，601 

落花月三 ?11J 3，271 3，520 3，151 3，732 

綿実 ilh 2，396 i 2，628 3，166 2.721 

なたね ?llJ 1，880 2，556 2，410 2，824 

世界総量 19，686 21，768 25，295 26，111 

注)1978年製油便覧農林水産省食品

流通編，昭和53年 3月強行による

(2) 主要油脂作物の作付面積と子実生産量

いま， 1975年における全世界の作付面積および生産量

の見込を示せば，第 2表の通りである。この中には，油

脂原料用のものばかりでなく，食糧用の分も含んでい

る。この表によると，大豆は栽培面積でも，生産量でも

飛び抜けて大きく，これについで、落花生が多い。た父落

花生には食用のものが相当に多いだろう。また生産量

は，カラ付のものである。 3番目がナタネであるが3 子

実生産量はヒマワリの方が多い。これは ha当たり生産

量の差からくるものである。 ha当たり生産量の大きい

ことは，それだけ生産能率が高いことを示すわけである

が， ヒマワリは大豆に次いで高い。

(3) 日本における植物油脂の原料別処理量とその国

産と輸入別の数量

第 3表に示す通り，油脂原料と

して日本で処理する量は，総量で

442万トンで，内国産の分は56万5千

トンで約13%にすぎない。 87%の原

料は輸入ものである。輸入ものふう

ち約 7割の 267万屯は大豆であり，

l割6分はなたねである。

これを油脂の面からみると，油脂

の総量は 109万屯で， うち園内産の

原料からの分は 1割にも満たない。

このことは，国内で油脂原料を大巾に増産しでも，物量

的には消化能力は充分あるということである。

現在ヒマワリの輸入はないが，昭和42年から全46年頃

は，ソ連から相当輸入され，最も多かった。 42年は 9万

6千トンあり，その後漸減して， 46年には 3万 7千屯で

あった。その後， ソ連の輸出抑制と価格の上昇で，急に

減少した。

(4) 現在における油脂およびその原料価格

最近製油メーカーは，米国のヒマワリ子実の急速な増

産に着目し3 綿実油以上の高級油原料として見直してい

る。しかし，現状では原料輸入より粗製油の輸入の方が

割安のため，粗製油として輸入し，これを精製する形で、

生産されている。

現在 (54年秋〉の価格は，製油メーカーのタンク内裸

価格で、kg当り次の通りである。

大豆~11=190~195円，ナタネ油=175~180円，綿実油

ニ240円， ヒマワリ油=235~240 円である。また原料価

格はC.Fのトン当たり価格は，大豆 =340ドル，ナタ

ネニ315ドノレ3 ヒマワリ =370ドルとなっている。

(5) ヒマワリ油の用途

日本でのヒマワリ許11の用途は，マーガリンショートニ

ング用に製品化されている。またサラダ油等高級油の原

料となっており，綿実油やサフラワー油に匹敵するもの

である。更に耐寒用の油としてマヨネーズ等の原料需要

が強し、。

ヒマワリの別の用途として，多くはないが3 酒席のツ

マミとかベット用の小鳥やリス等の飼料としてのものも

ある。もっとも，この種のものはrr1!脂用でなく，油脂分

が低く，蛋白含量の高いものとされている。アメリカで

は，北部では油脂用，南部ではこの種のものが作られて

いるという。またヒマワリ油は第 3表の通り 3 リノール

酸の含量がサフラワーと大体同じ位含み，他の植物油に

比し飛びはなれて高い。

第 2表 1975年における主要油脂作物の作付面積と生産量

事 項 ヒマワリ 大 旦 ナタネ ゴ て7 落花生 サフラワー

栽培面積
8，616 46，463 9，805 6，319 1，152 

( 1000ha) 

子実生産量
9，650 63，356 8，121 2，533 

カラ付 982 
(1000M T) 19，117 

ha当収量(子実)
1，119 1，471 828 315 

カラ付 824 
(kg) 986 

子実油脂含量
37-47 20 40 45-50 44-56 25-37 

(%) 

注)これらの作物は油脂用のみでなく食用等の分も含む
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第 3表 日本における植物油脂の原料別処理量とその国産輸入別油脂数量
(単位 1000T)

種別 原 料 t由 日旨 油 分 リノール酸 l

国産 輸入 処理計 国産 輸入 ノ凶色、 主長豆主 含有%

大 豆 1 2，671 485 約20% 51-57 

なたね 3 643 l 265 40 14-24 

米ぬか 561 。 103 。 15-21 29-39 

からし 1 20 

車市 実 95 18 15-20 41-53 

サフフワー 13 5 25-37 70-80 

」 ;J: 30 14 45-50 45 

とうもろこし 89 44 56 

落花生 44-56 23 

カポック 16 3 18-26 29-34 
、白

ひまわり 37-47 74 

コプフ| 110 70 65-75 

パーム核 6 3 44-53 

あまに 92 36 33-40 15-25 

ひまし 43 20 44-53 4-5 

その他 46 20 

5十 (A) 565 (B) 3，855 (C) 4，420 (D) 104 但)983 (F) 1，087 

よ'-，入

原料……(A)/CC)=13% (B)/(C)=87% 
油脂……CD)/(F)=9% (E)/CF)=91% 
(注) 1978年の製油要覧による。但し，油分含量とリノーJレ酸含量はわが国

の油脂事情(農林省農林経済局食品油脂課一昭和46年4月出版〉による

(6) 世界主要国のヒマワリの作付と生産量

1975年における，ヒマワリの主要生産国の作付面積お

よび生産は第4表の通りである。

3. 日本におけるヒマワリの栽培試験

( 1 ) 北海道での試験

北海道においては北海道農業試験場の遠軽試験地およ

びホグレン開発研究部で既に 3年位品種試験を中心にし

て試験を行ってきた。

うちホグレンの分につきその概要についてみると，品

種品20種〈アメリカの Fl' ソ連種，フランス種)， 播種

5月中旬，栽植密度， 10a当たり 8，000，6，000， 4，000， 

施肥， 10a当たり N-8kg， P205-20kg (火山灰土)， K2 

0-16kQ;。中耕 1~2 因。培土 30cm 位(倒伏防止〉。

開花 7 月中旬~8 月中旬。収穫は開花後 1 ヶ月。草

丈，品種により 130cm~200cm。鳥害，播種目寺と出芽期に

多い。成熟期にもある。病害虫・菌核病多し(花台〉。収

手刈の場合は，花台ごと台上で乾燥して後，脱穀すると

水分が 6%位となる。

機械化栽培による所要時間は， 1 haの畑で ha当たり

20~30時間で大体麦と同じ。その生産費は10 a 2万3千

円位である。

(2) 全農農業技術センターの予備試験

〈小麦との輪作栽培を前提として実施〉

私はこのヒマワリの試験は，小麦と輪作を考えて実施

することにした。そこで，小麦の収穫後の 7月初旬播を

考えた。しかし種子の到着が 7月8日となったので，

7月9日播とした。設計および成績は次の通り，

品種-SB212(米国種〉

肥料-NO，N5k&" N10kg， P205， K20は共にそれ

ぞれ10kg。外に各区共通で堆肥 1トン。

栽植密度 80cm X30cm。

播種期 7月 9日。

穫，稲のコンパインで多少工夫して収穫。乾燥，常温通 開花始め 8月25日，揃， 8月31日

風乾燥機による(水分40%位のものが10%以下になる〉 収穫 10月4日。

第4表 ヒマワリの主要国別の作付面積と生産量

(注〉単位面積 1，OOCha 数量 1，∞OMT



(8) 第三種郵便物認可 農 業 と 科 学(毎月 1日発行〉昭和55年 2月1日第280号
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子実収量 NO区 ・122kg-o N 5 kg区 ・247kg。

N10kg・321kgo 。、ずれも坪刈〉

子実中のNおよび組脂肪含有次の通りである崎

試験区

N-Okg 

N-5 

N-I0 

山一

ω一
ω一山

以上の成績から， 7月9日播きで 10月4日に収穫で

き，小麦との輪作は平塚では大豆より容易である。子実

収量も予備試験は坪刈であるが， 320kgとれている。北

海道では菌核病が最も恐しい病気であるが，平塚では遅

播したためか，接種しでも発生しない。病害虫防除のた

めの薬剤散布はしていないが， 何も発生していない。た

ど鳥害は大豆同様，あるいはそれ以上甚しいようであ

る。更に，今後倒伏防止対策，対湿害対策などは，考え

る必要があろう。この程度の生育であれば，小麦との輪

作も宮域県全域または岩手県の南半分位まで，実施でき

るような気がする。今後検討を要することである。

(3) 昭和55年の全農の試験委託

平塚の全農の技術センターでの予備試験の結果から，

全農は北は東北から，南は九州に至る12県位の農業試験

場に参上し各県毎にヒマワリの作物としての重要性，小

麦ヒマワリの輪作の可能性および大豆の連作障害防止の

ための作物としての可能性などにつき説明し，予備試験

の実施につきお願いしたところ，全試験場が進んで実施

することになった。この試験の中には，ヒマワリの耐湿

性検定のものも含まれている。昭和56年からは大きな発

展が期待されよう。

場札幌郊外におけるホクレンの

ヒマワリ栽培試験農場 1979 


